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５、反省・総括・次年度への改善点

４、評価の方法

定期考査及び平常点によって評価する。
平常点には、授業中の活動、態度、提出物、出席状況などを含める。

学年末考査２月

３月
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３
　
学
　
期

１月

L9. We Live
Together

L10. Message
from Tezuka

(Reading 1)
 The Zoo

間接疑問文
関係代名詞（who)の主格用法
関係代名詞の目的格
強調構文 / stop ～ing

作品の鑑賞
文法事項の復習

Let me + 動詞の原形
受身形

不定詞(副詞用法)
現在完了形（結果)

how to ～
不定詞（形容詞用法）

see + 人 + ～ing

中間考査

１０月

１１月

期末考査

１２月

７月

２
　
　
学
　
　
期

９月
L5. Prayer for
Peace

L6. Sammy
Sausa

L7. Caught a
Cold?

L8. Exciting
Cities

考査範囲 時数（予定/実施）

１
　
　
学
　
　
期

４月
<高校英語のｽ
ﾀｰﾄﾗｲﾝ>

<ACORN>
L3. The
 Hamburger

L4. Colors in
Life

be動詞現在形・過去形､一般動詞現在形・過去
形､進行形、未来形､命令文、助動詞､疑問詞、
比較、現在完了形､受動態、現在分詞・過去分
詞、不定詞､動名詞､関係代名詞、接続詞、５文
型

come from ～
動名詞

make + 物[人] + 形容詞
It is + 形容詞 + to　～

中間考査

５月

６月

期末考査

３、年間授業計画

指　　導　　内　　容

中学で学んだ基礎的文法事項を定着させると同時に、高校英語の基礎を身につける。

１、教科書・副教材

２、科目の目標

ACORN English Course Ⅰ (新興出版社啓林館）

高校英語のｽﾀｰﾄﾗｲﾝ（啓林館）、ﾆｭｰｳﾞｨｸﾄﾘｰ ｱﾝｶｰ英和辞典 第２版（学研）

教頭 授業担当者

年度始

(５月)

指導上の留意点・到達目標

基本単語及び
基礎的文法事
項の復習を重
点的に行う。

身近な話題の
英語を学習す
る中で高校英
語に慣れさせ
る。

１学期当初に
復習した中学
校での既習事
項を随時復習
しながら、新た
に学習する事
項を練習問題
等を通して習
得させる。

新たな文法事項
の習得に加え、
１年間の総まと
めとして、次年度
の学習に繋げら
れるようにこれま
でに学習した事
項の定着を図
る。
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英語　Ⅰ　 （４ 単位）　

校長

年度末

(３月)

20 年度 学習指導計画

科目名






